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副
議
長
の
任
期
を
終
え
、
こ
の
た
び
最
大
会
派

「
流
政
会
」
の
代
表
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
政
全
体
に
向
き
合
い
、

皆
さ
ま
と
共
に
未
来
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
市
議
と
な
っ
て
十
年
。
子
育
て
・
教
育
の
環
境

は
大
き
く
前
進
し
、
お
お
た
か
の
森
の
ま
ち
づ
く

り
も
進
ん
で
、
流
山
は
さ
ら
に
活
気
あ
る
ま
ち
へ

と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歩
み
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
た
こ
と
を
、
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
都
市
化
が
進
む
な
か
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
や
ニ
ー
ズ
は
よ
り
多
様
に
な
り
、

内
陸
に
あ
る
本
市
で
は
温
暖
化
へ
の
備
え
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
変
化
を
前
向
き
な
力
に
変
え
な
が

ら
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
流
山
に
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は
、
日
本
の
未
来
そ
の
も

の
で
す
。
責
任
世
代
と
し
て
、
若
い
世
代
と
高
齢

者
を
結
び
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
一
緒
に
創
っ
て

い
く
ま
ち
を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
歩
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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●全体を俯瞰し調整をはかる、経験を積み上げました。●温暖化対策にむけての実践勉強（環境土木・里山管理、農など）

都市化の中にあっても、暑くなりすぎない流山にしたい

重責を終え、確かな力に。責任世代として流山市に貢献していきたい

近藤みほ は 実践・現場主義を貫きます



 小 さ な 工 夫 の 積 み 重 ね で 未 来 を 守 る  ―  ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 対 策

おおたかの森南口公園

木陰がない所は５６℃にも達し、

暑くて歩けないことから、計画的な

緑を配置と維持管理の仕組みが必要

この夏は「蒸し暑さ熱帯級」と言われるほどの厳しい暑さとなり、内陸部の流山市では

アスファルトが熱をため、外に出るのもつらい日が続きました。

議会では、ヒートアイランド対策として、

 ・エネルギーを無駄にしない 高断熱・高気密住宅の推進 と地元工務店との連携

 ・高齢化などにより管理が難しくなる里山を守る仕組みづくり と、環境土木の可能性

 ・木陰のないアスファルト路面が 60℃に達する危険性 と熱中症リスク

 ・そして、木陰や里山が持つ“涼しさ”や“防災力”を、市の計画に 具体的な事業として

活かすことを提案しました。

都市の中に「涼しさを生み出すしくみ」を積み重ね、

未来の暮らしを守っていきたいと考えています。

令和７年６月 議会 アスファルトは60℃超！？内陸部だからこそ、暑さ対策は必須

里山ー温暖化の影響

ナラ枯れによる倒木

2025.8.23

SocialGreenProject提供

令和4年議会から着実に進めてきた高断熱・高気密住宅の推進に

ついては、補助額がUP！

里山の樹木が倒木すると、

土砂災害のリスクが高まるため、

里山の定期的な保全活動が

大切です。

その他、議会で提案したトピックスを一部ご紹介

●おおたかの森児童センターのキッチンが活用されていない

課題を指摘し、指定管理者の変更につながりました。

●千葉県の教員採用倍率低下（小学校教員：令和4年2.0倍→令

和8年度1.5倍）を受け、働き方改革だけでは限界がある中、民間

企業で教員免許を持つ人材の教員出向を試案し、企業を回りなが

ら課題整理を進めています。民間で培われた経験を学校運営に

（特に保護者とのコミュニケーション）生かせると考えます。

　その他、気軽なおしゃべり会「ざっくばらん会」を開催。ぜひお越しください。

所属会派の先輩・森りょうじ氏に勧められ、総務省DXアドバイザー業に

挑戦し、他自治体で行政を直接支援する機会を得ました。私が目指すの

は人的資本経営です。変化の時代に対応するため、戦略的な行政職員の

育成が不可欠だと考えています。議員活動に安住することなく、行政職

員への伴走支援の実践を、流山市行政にも生かしてまいります。

行政職員のキャリア支援

紙面で紹介しきれない

活動は、こちらを

ご覧ください。

次のステップに向けた実践

詳細はこちら

（note記事）


